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はじめに

• この資料は医用画像情報統合を目的とした情報連携に
際して必要となるDICOM関連の知識を中心に説明する
ものです。

• DICOMをある程度ご存知の初心者～中級者を対象とし
ています。

• この資料内で登場する各規格の情報、並びに各社製品
の情報は最新である保証はなく、また技術的な説明のた
めの素材としての利用以外の意図はありません。

• 実際のシステム設計の際には最新のDICOM規格をご参
照下さい。
• 原文： https://www.dicomstandard.org/current/
• 和訳： http://www.jira-net.or.jp/dicom/dicom_data_02_01.html
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はじめに その２

DICOM委員会（JIRA 医用画像システム部会）

• 会員企業を代表してDICOM Standards Committee（事務
局米国NEMA MITA）に参加し、関連団体とともにDICOM
規格の普及及び我が国の臨床現場で必要となる画像情報
関連規格の企画検討を行っています。

規格の制定、拡張、改定

• DSC及び各種WGに参加

• 会員企業、関係団体の標準化の支援

普及推進

• セミナーの企画及び実施

• 関係団体への協力（セミナー講師、コネクタソン審査員など）
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DICOMとは？
• 「Digital Imaging and Communication in Medicine （医療に

おけるデジタル画像と通信）」の頭文字をとった略語

• ACR(American College of Radiology)とNEMA(National 
Electrical Manufacturers Association）を母体して開発

• デファクトスタンダード（de facto：ラテン語）、つまり業界にお
ける事実上の標準規格機関から追認する形でのスタンダード

• ACR（米国放射線学会）とNEMA（米国電気製品工業会）の
共同で開発され、ACR-NEMA V1.0（1985）、ACR-NEMA 
v2.0（1988）を経て1990年ごろからDICOMとして名称を変え
て現在に至る。

• ACR-NEMA v3.0に相当する出発点から、DICOM3（ダイコム
スリー）やDICOM 3.0などと当初は呼ばれていた

1.DICOMの基礎
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DICOM規格（DICOM Standard）

• 1993年に初版が公開

• 製品への実装については言及しない

• 具体的なシステムを想定するが、基本的な
概念や仕組みを提示

• 外部規格を参照（IEC、SNOMEDなど）

• DICOM Standard Committee（DSC）は
MITA（Medical Imaging and Technology 
Alliance）に事務局があり、会議予定、議事
録や成果物を公開

• MITAはNEMA（National Electrical 
Manufacturers Association）の一部門
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• 当初は、「CT」、「MR」、「CR」についての標準化が目的で、対
象画像の種類、画像以外の情報の標準化と拡張が進んでい
る

• 画像モダリティの種類の拡張、検査予約や実施などのプロセ
ス管理のほか、各部門で必要とされる各種データの取扱いに
ついて、逐次拡張して標準化が進められている

• DICOMはWG-01からWG-32の各WGにおいて、それぞれの
専門分野ごとにWGが設けられ検討が進められている（2019
年11月時点で32のWG）
WG-6及びWG-10は特別な意味を持つWG
各種の拡張、改訂はWG-6が審議しDSCで承認

1.DICOMの基礎

DICOMとは？
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• インターナショナルでは、DICOM Standard Committeeが、国内に
おいてはJIRA（一般社団法人 日本画像医療システム工業会）の
医用画像システム部会に属するDICOM委員会が、ヨーロッパでは
CENが連携して検討

• MEDIS-DC、IEEE、HL7、ANSI、IHE等の各種組織・団体との連携
の下で開発が継続している

• 2019年11月時点では、PS3.1からPS3.22の22巻による本文と、各
種補遺（Supplement）によって規格化されている

最新版は、DICOM 2019d
• 逐次CP（Correction Proposal）にて改訂提案が出され、WGでの

審議やPublic Comment、投票の段階を経て規格へと盛り込まれ
ている

• 通信の仕組みとフォーマットを規定し、コンテンツとITインフラについ
てはスコープ外

1.DICOMの基礎

DICOMとは？
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DICOM
医用画像はDICOM規格に準拠？

→ Yes

DICOMは医用画像の規格？

→ Yes but more
MWM/MPPSなどの検査予約、進捗管理

SRなどのReport
放射線治療系などの非画像情報（RT Plan、RT Recordなど）

PACSサーバーはDICOMを保管？

→ 画像のDICOMについてはYes
非画像のDICOMについては必ずしも対応しているわけでは無い
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DICOM規格の範囲

画像の保存

CT, MR, X-Ray, Ultrasound, Angiography, PET, SPECT, Mammo, 
Ophthalmology, …

Slices, Volumes, Cines, B&W, Color, …

画像の管理

Pixelだけではなく、重要なmeta-data
Query / sort / autoroute / manage

画像の配布

Web, CD, DVD, USB, Film

関連するデータの保存

測定、波形、表示、CADの結果、放射線量、アノテシーション、 …

ワークフローの管理
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• この数年は変わったが、過去にはある期間内でAccept（Approve）された
SupplementとCPを本文に組み込んで、DICOM○○と呼ばれていた。
例）DICOM 2003、DICOM 2013など

• 現時点で公開されている本文の最新バージョンと呼べる表現としては、
DICOM 2019ｄ

• DICOM 2013からそれまでのPDF版、Word版に加えて、XML版などがリ
リース
（Human Readableな形式に加えてMachine Readableな形式で公開）

• 一言で最新版といった場合には、「その時点での最新の本文（例 DICOM 
2019ｄ）に加えてAcceptされたSupplementとCPを加えたもの」という事に
なっていたが、更新が早まりAcceptされたSupplementとCPが速やかに
反映されるようになったため、最新のセット（例 2019ｄ）がそれにあたる

• ゆえにDICOM Conformance Statementにおいては、DICOM○○年版
に適合しているといった表現がされていることもある

1.DICOMの基礎

DICOMのバージョン
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規格の推移

過去には年～数年ごとに更新版が公開

DICOM2011、DICOM2019eなどと表記

DICOM 2013以降はそれまでのPDF、Wordに加えて、html、odtや
DocBook（xml）がリリースにあわせて公開
（Human Readable → Human/Machine Readable）

隔年、年次更新、DSC（年3回）、WG6開催後と更新が加速している
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年 バージョン（版）

2009 2009
2011 2011
2013 2013
2014 2014a 2014b 2014c
2015 2015a 2015b 2015c 2015d
2016 2016a 2016b 2016c 2016d 2016e
2017 2017a 2017b 2017c 2017d 2017e
2018 2018a 2018b 2018c 2018d 2018e
2019 2019a 2019b 2019c 2019d (2019e)



• 取扱いたい情報のフォーマットの規定

• 情報を分類して「Object：オブジェクト」として利用

• オブジェクト間連携を規定

• オブジェクトの書式や必須・排他などの決め事をする

• やりとりする方式の規定

• やりとりしたい方式（サービス）を明確にする

• もの（オブジェクト）と情報そのもの（電文）のやりとりを区分

• ITインフラについてはスコープ外

• オブジェクト、サービス、扱える文字集合、やり取りするための基本情報
（AEタイトル、ポート番号）を明確にする

• 適合内容や適合範囲をDICOM Conformance Statement（適合性宣言
書）で明確化

1.DICOMの基礎

DICOMの概要
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DICOM規格 Base Standard

• PDF/EnglishバージョンがOfficialバージョン

• 翻訳版にはDisclaimerを添えて英語版が正式なものであることを宣言

• PS 3.22が2019dから追加
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PS 内容 PS 内容

3.1 序文と概要 3.12 媒体フォーマットと物理媒体

3.2 適合性（コンフォーマンス） 3.13 （リタイア）２点間プリント

3.3 情報オブジェクト定義 3.14 グレースケール表示関数

3.4 サービスクラス仕様 3.15 セキュリティとシステム管理

3.5 データ構造と符号化 3.16 コンテンツマッピングリソース

3.6 データ辞書 3.17 説明的情報

3.7 メッセージ交換 3.18 Webサービス

3.8 ネットワーク通信サポート 3.19 アプリケーションホスティング

3.9 （リタイア）２点間通信 3.20 DICOM/HL7レポート変換

3.10 媒体保存とファイル構造 3.21 その他の表現への変換

3.11 媒体保存応用プロファイル 3.22 リアルタイムコミュニケーション



DICOM規格

CP（Correction Proposal：改定提案）「~1994」
（2019年11月時点）

• 軽微な変更、スペルミス、あいまいさを明確にするなどの部分
的な修正を提案するもの

• 書式や手続きにのっとれば誰でも提案可能

• 多くはDICOM Standard Committee内のWGから提案される
が、企業や団体から提案されることもあります

Supplement（サプリメント：補遺） 「~220」（2019年11月時点）

• まとまった概念の追加、大幅な追加変更を提案されるもの

• 通常は前述のWGから提案

• Retireについては、影響範囲が広いためSupplement化される

• 略としてsup、Supなどが用いられ、Sup10ではMWMが、
Sup17ではMPPSが提案（JJ1017の名前の由来）
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Working Groups

Modality、Clinical domain、Technologyの専門家チームが、
SupplementやCPの開発

WG-01: Cardiac and Vascular Information WG-17: 3D
WG-02: Projection Radiography/Angiography WG-18: Clinical Trials and Research
WG-03: Nuclear Medicine WG-19: Dermatology
WG-04: Compression WG-20: Integration of Imaging and Info Systems
WG-05: Exchange Media WG-21: Computed Tomography
WG-06: Base Standard WG-22: Dentistry
WG-07: Radiotherapy WG-23: Artificial Intelligence/Application Hosting
WG-08: Structured Reporting and Common Data 
Elements

WG-24: DICOM in Surgery

WG-09: Ophthalmology WG-25: Veterinary Medicine
WG-10: Strategic Advisory WG-26: Pathology
WG-11: Display Function Standard WG-27: Web Services for DICOM
WG-12: Ultrasound WG-28: Physics
WG-13: Visible Light WG-29: Education, Communication & Outreach
WG-14: Security
WG-15: Digital Mammography and CAD

WG-30: Small Animal Imaging
WG-31: Conformance

WG-16: Magnetic Resonance WG-32：Neurophysiology Data
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Working Groups

モダリティ、クリニカルドメイン、テクノロジーの専門家グループが、
SupplementやCPの開発

WG-01: 心臓及び血管情報 WG-17: 3D
WG-02: 透視画像/血管造影 WG-18: 臨床試験と教育

WG-03: 核医学 WG-19: 皮膚科学

WG-04: 圧縮 WG-20: 画像と情報システムの統合

WG-05: メディア交換 WG-21: CT
WG-06: ベーススタンダード WG-22: 歯科

WG-07: 放射線治療 WG-23: AI／アプリケーションホスティング

WG-08: 構造化文書と汎用データ要素 WG-24: 外科手術におけるDICOM
WG-09: 眼科 WG-25: 獣医学

WG-10: 戦略的アドバイザリー WG-26: 病理

WG-11: ディスプレイファンクション WG-27: DICOMにおけるWebサービス

WG-12: 超音波 WG-28: 物理

WG-13: 可視光 WG-29: 教育、コミュニケーション、アウトリーチ

WG-14: セキュリティ

WG-15: デジタルマンモグラフィー、CAD
WG-30: 小動物イメージング
WG-31: 適合性

WG-16: MR WG-32：神経生理データ
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DICOMホームページ

2019/12 医用画像情報機構 育成セミナー 18
https://www.dicomstandard.org



DICOM News
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DICOM News
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Current Supplement
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2.医用画像情報統合と標準規格

• 標準規格がなければ・・・
• 使う側：旅行や引越しのつど、プラグや製品そのものの買い替えが必要

• 作る側：状況に応じた仕様を準備して開発や製品化
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メーカ毎の通信規格で医用画像データの
ネットワークを作ることになったら？

メーカ毎に構築したネットワーク環境

Ａ社の
モダリティ

Ａ社の
PACS

Ａ社の
画像診断ビューア

Ｂ社の
モダリティ

Ａ社の
RIS

Ｂ社の
画像ビューア

C社の
モダリティ

C社の
画像ビューア

C社のルール

A社のルール

B社のルール
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もし、共通のルールが無かったら？

「複数メーカのモダリティを接続して、医療情報システムを
構築してください」と、もしも上司に言われたら・・・

例えば、A社の通信ルールを採用した場合

① A社の通信ルールとPACSのI/Fを、B社に公開するよう交渉する

② B社は、A社の通信ルールに変換するソフトやハードを開発する

③ その開発費用は、ユーザである医療機関が負担

Ａ社の
モダリティ

Ａ社の
PACS

Ａ社の
画像診断ビューア

Ｂ社の
モダリティ

Ａ社の
RIS

Ｂ社の
画像ビューア

Ａ社のルール

ルール変換器

B社の
PACS

Ａ社とＢ社の通信手順や方式を
合わせる必要があります。
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もし、共通のルールが無かったら？

Ａ社の
モダリティ

Ａ社の
PACS

Ａ社の
画像診断ビューア

Ｂ社の
モダリティ

Ａ社の
RIS

Ｂ社の
画像ビューア

C社の
モダリティ

C社の
画像ビューア

モダリティ用
ルール変換器

モダリティ用
ルール変換器

ビューア用
ルール変換器

ビューア用
ルール変換器

接続するモダリティメーカが、増えてきたら・・・
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共通のルール“DICOM”を使用すると！

DICOMは医用画像の世界で共通に使われる規格です。

 メーカに依存しない規格です
 一貫性のある規格です

 医学会、工業界、企業の代表者が、共同で作業をしながら、
管理している規格です

 新しいモダリティの規格化にも対応しています。

Ａ社の
モダリティ

Ａ社の
PACS

Ａ社の
画像診断ビューア

Ｂ社の
モダリティ

Ａ社の
RIS

Ｃ社の
画像ビューア

DICOMのルール

DICOMのルール

接続性が良く、継続性があるので、
各メーカ対応の費用を軽減できます
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PACS

Modality

RIS

Viewer

電子カルテ
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２.医用画像情報統合と標準規格

• 一般的に、統合したものを共有や再利用するには何らかの決
め事が必要

• それが情報であれば、その内容や表現方法に共通認識が必
要

• みんなが納得する決まりを標準と称して規格化する

• 特に医療分野では情報の理解や解釈にばらつきがあっては
いけない

＜名前表記のゆらぎの例＞

• Ono おのさん？ おおのさん？

• おおの Ono？ ono? Oono? Ohno?
• 四方田 ○ヨモダ ×シホウタ
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２.医用画像情報統合と標準規格

• 医療情報を正確に伝達するためにみんなが守ること

• 情報の定義を知る

• 情報を正しくセットする

• 情報を正しく保存する

• 情報を正しく公開する

• 情報を正しく変換する

• 情報を正しく理解する

• 情報を正しく利用する

• これらそれぞれのステップでいろいろな決まり（規格）が存在する。

• （参考）エコの３R
• Reduce ：削減 使う量を減らす 検査を減らす？

• Reuse ：再使用 もう一度使う 前回検査を継承する？

• Recycle ：再利用 原料として使う 前回検査を再診断する？
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２.医用画像情報統合と標準規格

• 広く使われている標準規格・ガイドライン

• 情報の定義、セット、保存 DICOM HL7 SNOMED IEC
• 情報の通信 DICOM HL7 TCP/IP PDI
• 情報の変換 IHE (PIX PDQ XDS XCA)
• 情報の理解、利用 医学、IT、法令等の関連知識

• インフラ UID OSI セキュリティ

• 遵守が必要な法的要件

• 真正性 本物である確証

• 見読性 すぐ見れること

• 保存性 保存されていること

• セキュリティの３原則（CIA）

• Confidentiality（機密性） 適正なアクセス制限

• Integrity（完全性） データの正確さ（真正性）

• Availability（可用性） アクセス保障（見読性と保存性）
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２.医用画像情報統合と標準規格

法的要件にDICOMができること

要件 具体例 DICOMの機能

真正性 唯一性の確保
作成履歴がある
修正履歴がある

SOP Instance UIDが必須
Study Moduleタグが必須
修正履歴保存タグ

見読性 すぐに視認可能
同じ表示が可能
標準的な表示ツール

規格の長期互換性の確保
GSDFなど（通称 part 14）
普及したDICOM Viewer

保存性 長期保存可能
メディアに依存しない
いつでも再生可能

規格の長期互換性の確保
メディアフォーマットの規定
普及したDICOM Viewer
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適切な保存

保管義務を果たすための安全管理(安全管理GL7章)
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電子保存
三原則

説明

真正性 正当な人が記録し確認された
情報に関し、第三者から見て
作成の責任の所在が明確であ
り、かつ、故意または過失によ
る、虚偽入力、書き換え、消去、
及び混同が防止されているこ
と。

見読性 電子媒体に保存された内容を、
権限保有者からの要求に基づ
き必要に応じて肉眼で見読可
能な状態にできること。

保存性 記録された情報が法令等で定
められた期間に渡って真正性
を保ち、見読可能にできる状態
で保存されること。

情報セキュリティ 説明

機密性
��������	�
��	�

認められた者だけが、
その情報にアクセスで
きる状態を確保するこ
と。

完全性
�	����	�

情報が破壊、改ざん又
は消去されていない状
態を確保すること。

可用性
��
��
����	�

情報へのアクセスを認
められた者が、必要時
に遅滞することなく、情
報にアクセスできる状
態を確保すること



2.医用画像情報統合と標準規格

• 通信方式：院内はDICOMが多いが施設間はWAN
• データ：DICOMが多いがJPEGなども

• 最近はセキュリティ要件が多くなってきている
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3.DICOMが定義するもの

• 医療情報に関してDICOMが定義するもの

• モダリティ（やWS他）が生成する医用情報の構造（オブジェクト）

• 画像

• 診断レポート

• 検査に付随する情報 患者情報、検査情報、被ばく情報、・・・

• 診断機器の運用に関する情報 QC・QA情報

• オブジェクトのユニーク性の担保

• 医用情報の転送方法（サービス）

• 保存、検索、転送、紹介、その他

• オブジェクト指定（絞込み）手段

• オンラインでの条件、オフライン（メディア）での条件

• HL7などもDICOMとほぼ同じ範囲の規格を定義している
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3.DICOMが定義するもの

• DICOMが前提としている条件

• オブジェクトはそれぞれユニークである

• 修正・変更された情報は別物として扱う

• オブジェクトのユニーク性はUIDで保証する

• 同じUIDなら単なるコピー、内容が異なるならば別のUID
（別のUIDでも内容が異なっている保証はない）

• オブジェクトに必須とオプションの情報（タグ）を設定

• コンピュータがユニーク性を判断できるための必須情報

• 検査情報を適切に利用するための情報を必須化

• 人間系が視認する情報は必ずしも必須ではない
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DICOMの基本概念

・機能をサービスと呼ぶ
・情報をオブジェクトと呼ぶ
・サービスとオブジェクトの組み合わせをそれぞれ個別に定義する

サービスオブジェクトペアクラス （SOPクラス)

オブジェクト サービス CT画像保存クラス

検査情報検索クラス
CT画像

メディア保存

保存

検査予約情報

メディア保存クラス

問い合わせ
画像検索クラス

各種画像

3.DICOMが定義するもの
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誰のデータ

年齢は？

体重は？

画像サイズは？

画像種別は？

カラーor白黒？

技師名は？

医師名は？

病院名は？

撮影条件は？

モダリティは？

撮影日時は？ ・・・？

3.DICOMが定義するもの
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DICOMのデータ（オブジェクト）の表現について
DICOMのデータは“画像データ”＋“付帯情報”で構成されます。

＜画像データ＞ ：

＋

＜付帯情報＞
 患者名や患者ID、検査日時、検査条件などを定義した項目の集まりです。

 各項目は、＜タグ＞と＜表現方法＞と＜データ長＞と＜値（データ）＞などの情
報で構成されます。

CR画像 CT画像 MR画像 US画像

Tag Value
Length Value FieldVR

Tag Value
Length Value FieldVR

Tag Value
Length Value FieldVR

Tag Value
Length Value FieldVR

Tag Value
Length Value FieldVR

患者ID

検査条件

検査日

・
・
・

3.DICOMが定義するもの
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DICOMの付帯情報の単位はデータ要素です。

0010,0020 LO 10 1234567890

0008,0020 DA 0008 20150519

0008,0060 0002 CTCS

Value FieldCT画像の画素データ

患者ID

Modality

検査日

画素データ

・
・
・

検査時
0008,0030 TM 0008 130900

・
・
・

・
・
・

・
・
・

7FE0,0010 524288OW

データ要素

データ要素

データ要素

データ要素

データ要素

3.DICOMが定義するもの
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データ要素が合わさって DICOM Object です。

データ
要素

データ
要素

データ
要素

データ要素

伝送の順序

データ
要素

Tag Value
Length Value FieldVR

データ
要素

データ
要素

データ
要素

一つのDICOM Object
（一枚の画像 ・ 一人の患者情報）

画像も一つの
データ要素

データ表現方式 VR (Value Representation ） PN: Person Name    DA： Date 
LO: Long String (Max.64)

3.DICOMが定義するもの
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DICOM Objectの構造

CR画像 CT画像 MR画像 US画像

3.DICOMが定義するもの
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CTの例（Simple CT Example）

DICOM PS3.17  2015b 
Explanatory Information

Page 577

Pixel data (7FE0,0010) OW 524288 512 x 512 マトリックスの画素データ列

・
・
・

3.DICOMが定義するもの
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IODのつくり
IODは複数のModuleの組み合わせで構成

IODによって必須、オプション、排他などがある

Moduleは複数のData Setで構成

IE Module Reference Usage
Patient Patient C.7.1.1 M

Clinical Trial Subject C.7.1.3 U
Study General Study C.7.2.1 M

Patient Study C.7.2.2 U
Clinical Trial Study C.7.2.3 U

Series RT Series C.8.8.1 M
Clinical Trial Series C.7.3.2 U

Equipment General Equipment C.7.5.1 M
Structure 
Set

Structure Set C.8.8.5 M

ROI Contour C.8.8.6 M
RT ROI Observations C.8.8.8 M
Approval C.8.8.16 U
SOP Common C.12.1 M

Attribute Name Tag Type Attribute Description
Structure Set Label (3006,0002) 1 User-defined label for Structure Set.
Structure Set Name (3006,0004) 3 User-defined name for Structure Set.
Structure Set Description (3006,0006) 3 User-defined description for Structure Set.
Instance Number (0020,0013) 3 A number that identifies this object 

instance.
Structure Set Date (3006,0008) 2 Date at which Structure Set was last 

modified.
Structure Set Time (3006,0009) 2 Time at which Structure Set was last 

modified.

例）RT Structure Set IOD

例）RT Structure Set Module

3.DICOMが定義するもの
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シーケンス：情報の入れ子構造

１つ以上の同等の情報の組み合わせの記載が必要な場合に、シーケンスとして情報が記載される

例） ビームが１門のRT Planであればその門の情報が、複数門の場合には１門目の情報に続いて

２門目以降の情報が同じフォーマットで繰り返される。そのため１門であってもシーケンス構造で

記録され、門数１として記録される

RT Structure Setにおいて、輪郭はこのシーケンスにて、ROI１、ROI２と次々に情報が記録される

3.DICOMが定義するもの

2019/12 医用画像情報機構 育成セミナー 46



Tagの並び

• Tag（gggg,eeee）の昇順でオブジェクト生成

• 各IODがどのような情報が記載されているかについては、それぞれのIOD及
びConformance Statementに記載されているが、オブジェクト生成の際にそ
れらのTagが昇順にてデータ化されて保存される

⇒ Dump情報を読み解く際に、PS 3.3記載事項やConformance Statementの
該当の箇所を探して参照する

• 既定されているTag グループは偶数
• 基本的には偶数のグループ、エレメントにて既定されている

例 （0010,0010）Patient Name

• Private Tagについては奇数が用いられている

• Private Tag情報はConformance Statementに記載

⇒ A社のシステムのあるTagとB社のシステムのあるTagが同じTagを別の目的
で使っている可能性はありうるので運用や利用時には注意が必要

3.DICOMが定義するもの
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3.DICOMが定義するもの

DICOMオブジェクトはTagの集合体

各Tagには、VRやVMが決められています。

VR Value Representation：値表記

PN：Person Name
DA：Date

VM Value Multiplicity：値要素の数

１ 一つの値が入る

１－ｎ 一つ以上の値が入る

３ｎ ３の倍数の値が入る
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DICOM Service Class
Storage Service Class

保管・転送サービスクラス

Query/Retrieve Service Class
問い合わせ・検索（検索・抽出）サービスクラス

Print Management Service Class
フィルムプリントサービスクラス

Verification Service Class
交信（通信）の確認

Patient Management Service Class
患者管理サービスクラス

Study Management Service Class
検査（スタディ）管理サービスクラス

Result Management Service Class
結果管理サービスクラス

Study Content Notification Service Class
検査内容通知サービスクラス

Media Storage Service Class
媒体保管サービスクラス

3.DICOMが定義するもの
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Service Classesの利用

• サービスを提供する側（SCP）と、サービスを利用する側
（SCU）の両者が対になって機能する

• SCP (service class provider：サービスクラスプロバイダー)
• 該当するサービスの提供側

• Storageサービスを例にすれば受け手側

• 例）PACSサーバー、TPS：Storage ServiceのSCP

• SCU (service class user：サービスクラスユーザー)
• 該当するサービスの利用側

• Storageサービスを例にすれば送り手側

• 例: CT, TPS 

3.DICOMが定義するもの
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Serviceの具体例

• ネットワークや媒体による情報交換をどのようにして行う
かに応じて、いくつかのサービスが定義されています。
• 画像及び各種オブジェクトの取り扱い

• Storage Service Class：保存（つまり転送）

• Query/Retrieve Service Class：問合せ/検索

• Print Service Class：プリントを行う

• RIS-Modality関係

• Basic Worklist Management Service： (MWM等、検査予約）

• Procedure Step SOP Class：（MPPS等、進捗状況）

• 媒体保存

• Media Storage Service Class（媒体保存）

3.DICOMが定義するもの
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3.DICOMが定義するもの
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（２）DICOM
メッセージ／データ

（１）アソシエーション確立要求

（３）アソシエーション解放要求

SCU SCP

DICOMは

３つのステップで通信する

何かを
行いたい装置

何かを
提供する装置[アソシエーション確立]

[アソシエーション解放]

やりたい事を
提示

終了処理

Storage
MWM etc



3.DICOMが定義するもの

• サービスを要求する（利用する）側が、サービス・クラス
・ユーザで、提供する側が、サービス・クラス・プロバイ
ダです。

• 例えば画像をCT装置からPACSに送る場合には、
Storage Service Classを利用します。

• この時、送り手側はStorage Serviceを利用するSCU：
Service Class Userになり、提供する側はSCP：
Service Class Providerと呼びます。
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CT画像を送るサービス
CT画像 PACS

SCPSCU
CT Storage Service Class



3.DICOMが定義するもの

DICOM通信サービスの基本は、次の３つのステップです。

① 接続要求 ⇒ ② オブジェクトを通信 ⇒ ③ 解放

画像診断ビューア

【接続 →  CT画像を通信 → 解放】

超音波診断装置
マンモグラフィー
核医学装置
・・・

PACS

【接続 →  MR画像を通信 → 解放】

【接続 →  ＊＊画像を通信 → 解放】

CT

MR
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DICOM Conformance Statement
(DICOM適合性宣言書）

DICOM対応について、各機器・システム・アプリケーションにおける適合性を宣言

ネットワーク・媒体保存の対応についての仕様

対応している情報オブジェクト、SOP Classについて明記

拡張文字の対応（日本語文字対応など）

応用実体（Application Entity：AE）及びネットワークにて使用するポート

情報属性の必須・オプション等を明記

DICOM対応をどのように行っているかについて、一方的に宣言するもの

相互接続性を保証するものでは無い

2つ以上のシステムを接続する場合には、相互にDICOM Conformance Statement
を取り交わし、事前に適合状況を確認しあう

IOD固有の特定情報についての詳細について記載

Private Tagを利用する場合の実装宣言

UML（Unified Modeling Language）シーケンス図を利用することを推奨

DICOM的にはオプションであっても、システム的には必須の場合にはその旨を記載

例） (0010,0010)PatientNameはDICOMではType2なのでNULLでもかまわない

3.DICOMが定義するもの
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DICOM適合性宣言書 の利用方法

• 宣言書は、その装置が対応しているDICOM規格を宣言しています。
• 宣言してる内容を比較することで、接続の可否を調べることができます。

PACSPACS 画像診断ビューア画像診断ビューア

モダリティモダリティ

RISRIS

レポートシステムレポートシステム

DICOM適合性宣言書

ネットワーク
実装モデル

AE 仕様
ネットワークインタフェース

構成
媒体交換

文字集合のサポート
セキュリティ

etc

DICOM適合性宣言書について
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• 送り側と受け手側の仕様が合致しない場合には、情報を正しく送受信すること
ができません。

• 導入を検討しているPACSやモダリティが、どのようなDICOMに対応しているの
か、何が出来るのかを確認してください。

【例】
ＣＴ装置が出力するオブジェクトと、PACSが受信できるオブジェクトとが一致してい
ないと、CT装置の画像がPACSに保存できない場合があります。

事前に、DICOM適合性宣言書の情報を比較することで接続性を確認することがで
きます。

PACSPACS
モダリティモダリティ

対応関係
をチェック

DICOM適合性宣言書の利用
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4.規格のあそび すきま

• 規格上の正式なあそび

• It shall have A. 要求事項 しなくてはならない

• It should have B. 推奨事項 すべきである

• It may have C. 許可事項 しても構わない

→ どこまで対応するかは装置によって異なる（あそびが生じる）

• DICOMのタグタイプ

• Type 1 必須タグ

• Type 1C 条件付き必須タグ 条件によりType 1
• Type 2 タグは必須 値はあるならば書く

• Type 2C 条件によりType 2
• Type 3 タグと値の記述はユーザー（システム）依存

→ システムがあてにできるタグはType 1だけ
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4.規格のあそび すきま

個々の規格の接続点で整合性が取れている保証はない

PID|||12345678^^^^PI||東京^太郎^^^^^L^I^トウキョウ^タロウ^^^^L^P|
|19501214|M|||東京都港区虎ノ門^^^^1050001||^PRN^PH^^^0335068010<cr>

(0010,0010) 62 tokyo^taro=東京^太郎=トウキョウ^タロウ

(0010,0020) 8 12345678
(0010,0030) 8 19501214
(0020,0040) 2 M
(0040,0002) 8 20140409
(0040,0003) 6 094500

HIS

RIS

Modality

HL7

DICOM

HL7；S-JIS
DICOM：JIS

HL7；アルファベット？

DICOM：アルファベット必須
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5.人間系の心配り
DICOMは、規格自体で全てを管理運用しようとしていない

• 医療機関において、DICOM系と電文系（HL7）との運用を検討

• DICOMは入れ物を提供しているため、何を入れてどう使うかの決め
事をしておく

規格の問題 → DICOMにCP等の改訂提案で解決を図る

運用の問題 → IHE TFや運用ガイドライン等で解決を図る

• 欲しい情報が簡単に得られない
→ 規格としては最大公約数
→ 複数のオブジェクトから抽出する必要があるかも
（CT、MPPS、RDSRそれぞれから線量管理向け情報・・・など）
→ 場合によっては、CP等で規格の拡張提案も視野に

• DICOMだけで全てを行おうとは思わないほうがいい！
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5.人間系の心配り

どういった情報を、どうやって管理をして、どのように利活用したいかは
施設ごとのスコープ

ある程度は規格が提供してくれる

規格の使い方はIHE等でガイドラインを提供してくれている

しかし・・・

規格やガイドラインは、施設ごとのやりたいことを教えてはくれない

やりたいことを実現するための決め事や約束ごとは教えてくれる

単一施設での運用、同一事業所複数の施設、関連事業所間、他施設
間などといった、現場に即した配慮が必要

地域連携等でDICOMweb等のWeb技術を利用する際には、セキュリテ
ィの基本要件を別途担保しておく必要がある

（一番のセキュリティホールは、運用する「人」の問題）
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SOP Instance UID／SOP Class UID
DICOMオブジェクトには、国際的にそのものを特定するための情報
としてSOP Instance UIDがあります。

（例） SOP Instance UIDの最初の文字列が1.2.392.200036はJIRA
が管理しており、レベル５でJIRA会員企業・団体がJIRAから番号を

割り振られており、レベル６以降のユニーク性についてはレベル５で
割り振られた企業や団体が発番に責任を負う構造です。

オブジェクトの種類（IODの種別）はSOP Class UIDで識別

（例）CT Image Storage 1.2.840.10008.5.1.4.1.1.2
1.2.840.10008はDICOM定義語（定義項目）でリザーブされていま
す。
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SOP Class UIDとModality
（0008,0016）SOP Class UIDがモダリティ種別を指し示している

→ これがどういった情報がまとめられているかがわかる

例）1.2.840.10008.5.1.4.1.1.1（CR）、1.2.840.10008.5.1.4.1.1.2（CT）

（0008,0060）Modalityの値

CT、MR、CRなど

医療機関のローカルルールで異なる文字列が利用されている場合
があります

この二つが適切にセットされていない場合、アプリケーションによって
は、どちらかの値を参照して動作モードを切り替える場合があるので
注意が必要です。
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IHE
IHE（アイエイチイー）は規格では無いが、ガイドラインを提示しており、Connectathon（コネ
クタソン）という接続検証の場を提供しています。

IHEでは、臨床での領域・分野ごとにDomain（ドメイン）と呼ばれる委員会を構成しています
。

各ドメインは医療機関のユーザー委員による企画委員会（Planning Committee：PC）と製
品開発側であるベンダー委員による技術委員会（Technical Committee：TC）を擁し、企画

委員会が問題点を明確にし、技術委員会がソリューションを検討するサイクルで進められて
います。

特定の業務を想定してIntegration Profile（統合プロファイル）を検討して、行いうるシナリオ（
業務パターン）であるUse Case（ユースケース）をまとめる。Use Caseにおいて求められる
機能や役割をActor（アクタ）と呼び、やり取りされる情報の流れをTransaction（トランザクシ
ョン）としています。この特定のProfileについて、Use Caseを想定し、関係するActorや
Transactionの技術的要件についてDICOMやHL7といった規格を用いて記述した文書がTF
（Technical Framework：テクニカルフレームワーク）と呼ばれる技術文書です。

このTFに製品が適合しているかについて試験を行う場がConnectathonです。
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IHE/DICOM/HL7
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ドメインとIHE Integration Profile（統合プロファイル）

IHEでは、臨床での領域・分野ごとにDomain（ドメイン）と呼ばれる委員会を構成し
ています。

各ドメインは医療機関のユーザー委員による企画委員会（Planning Committee：
PC）と製品開発側であるベンダー委員による技術委員会（Technical Committee：
TC）を擁し、企画委員会が問題点を明確にし、技術委員会がソリューションを検討
するサイクルで進められています。

特定の業務を想定してIntegration Profile（統合プロファイル）を検討して、行いうる
シナリオ（業務パターン）であるUse Case（ユースケース）をまとめています。

例） PDI、SWFなど

（IHE協会ホームページより）
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アクタ／トランザクション／TF
Actor（アクタ）：検討したUse Caseにおいて求められる機能や役割

Transaction（トランザクション）：やりとりされる情報の流れ

アクタ間はトランザクションで規定されたDICOMやHL7の仕組みを用
いて通信が行われます。

統合プロファイルごとに、関係するアクタやトランザクションの技術的
要件を、DICOMやHL7といった規格を用いて記述した文書がTF（
Technical Framework：テクニカルフレームワーク）です。

コネクタソン（Connectathon）は、製品がTFに適合しているかどうか
を試験する場です。
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Integration Statement（I/S：統合宣言書）

DICOMにおけるC/Sと同様に、コネクタソンにパス（合格）した製品は
自己責任において適合性を宣言する文書であるIntegration
Statement（I/S：統合宣言書）を開示することができます。

DICOM C/Sとの共通点は、いずれも自己責任において適合性を宣
言していることです。
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DICOMとIHE
DICOM規格の記述では、医療現場において必要とされる情報の入れ物（IOD）と
やり取り（Service）を規定しているけれども、業務を行うためにどのような運用をす
べきかについては規定していません。

医療分野ごとで業務のワークフローは異なっており、それぞれの部門で求められる
情報連携もDICOMに限らず、非DICOM情報や非画像情報があり、それらの取り
扱いを含めた運用のガイドラインを提示しているものにIHE（Integration 
Healthcare Enterprise：医療における情報連携）があります。

IHEは業務のシナリオをDICOMやHL7を用いて記述

→記述できない技術や装置についてDICOMに規格の拡張を要請

→拡張された規格を用いて新たに業務シナリオを想定

DICOM IHE
IOD（情報の入れ物） Actor（機能）

Service(情報のやり取り） Transaction（情報の流れ）

C/S I/S
情報や通信の仕組みに主眼 業務の運用に主眼
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線量記録の規格等

• DICOM
• 医用画像を中心とした標準規格

• 線量に関しては、画像付帯情報、検査進捗情報（MPPS）
、線量記録情報（RDSR）、放射線治療情報（RT-Dose）
がある（SCを利用することも可能）

• IHE
• 業務連携のためのガイドライン

• 放射線検査はRADドメイン

• 線量管理は、RADのREM、REM-NM
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RDSR

• Radiation Dose SR（Structured Report）
• 基本となる３つのRDSR（検査に着目）

• CT Radiation Dose （Sup127）

• Projection X-Ray Radiation Dose（XA、RD、CR、DR、
Mammography） （Sup94）

• Radiopharmaceutical Radiation Dose（核医学） （Sup159）

• 患者被ばく管理については（Sup 191）

• Patient RDSR（患者単位での複数のRDSR集計）

• 複数検査、複数部位、異なる計算式を用いた評価記録が可能

• CBCT RDSR（Sup 214）用テンプレート検討中
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「線量」について（防護）
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放射線荷重係数
（放射線の種類やエネルギーによる影響の大きさの違いを表した係数）

放射線の種類 放射線荷重係数

光子（ガンマ線、エックス線） 1

電子（ベータ線） 1

陽子 2

アルファ粒子、核分裂片、重い原子核 20

中性子核 2.5～20

組織荷重係数
（組織・臓器ごとの影響の受けやすさ（感受性）を表した係数）

組織・臓器 放射線荷重係数

赤色骨髄・肺・胃・大腸・乳房・
残りの組織

0.12

生殖腺 0.08

膀胱・食道・肝・甲状腺 0.04

骨表面・脳・唾液腺・皮膚 0.01

ICRP Publication 103. 2007より

部位Aの吸収線量（Gy) ｘ 放射線荷重係数 ｘ 組織荷重係数

実効線量
（Sv）

部位Bの吸収線量（Gy) ｘ 放射線荷重係数 ｘ 組織荷重係数

部位Cの吸収線量（Gy) ｘ 放射線荷重係数 ｘ 組織荷重係数



医療領域での線量

• 医療の領域において臓器吸収線量 [Gy] が用いられ
る主な理由

• 医療で用いられる放射線は、基本的に放射線荷重係数が
1.0の放射線（X線、ガンマ線、ベータ線）がほとんどである

• 医療の領域では、診断に用いられる 数[mGy] の被ばくか
ら、放射線治療で用いられる 数十[Gy] と幅広い線量領域

の被ばくが取り扱われる。この幅広い線量領域で共通して
使える線量は、基本量としての吸収線量である。

（等価線量は放射線防護を目的とする単位であり、線量限
度を超えない範囲で用いられる数値である。そのため、数
[Gy] を超える被ばくの場合には等価線量を用いることはで
きない）

• 核医学においてはDose（線量）として、使用した放射
性核種の数量を記録するとしている
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RDSRファミリーテンプレート
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Projection X-Ray 

CT

Radiopharmaceutical



RDSRの内容の例

77

• RDSRはイベントごとに収集できる（DICOMセミナー資料より）

このスキャンシリーズでの照射線量は １００１．５０ ｍGycm です。

(fffe,e000) na (Item with explicit length #=4)          Item

(0040,a010) CS [CONTAINS]                               RelationshipType

(0040,a040) CS [NUM]                                    ValueType

(0040,a043) SQ (Sequence with explicit length #=1)      ConceptNameCodeSequence

(fffe,e000) na (Item with explicit length #=3)      Item

(0008,0100) SH [113813]                                 CodeValue

(0008,0102) SH [DCM]                                    CodingSchemeDesignator

(0008,0104) LO [CT Dose Length Product Total]           CodeMeaning

(fffe,e00d) na (ItemDelimitationItem for re-encoding)  ItemDelimitationItem

(fffe,e0dd) na (SequenceDelimitationItem for re-encod.) SequenceDelimitationItem

(0040,a300) SQ (Sequence with explicit length #=1)   MeasuredValueSequence

(fffe,e000) na (Item with explicit length #=2)          Item

(0040,08ea) SQ (Sequence with explicit length #=1)      MeasurementUnitsCodeSequenc

(fffe,e000) na (Item with explicit length #=3)     Item

(0008,0100) SH [mGycm]                                  CodeValue

(0008,0102) SH [UCUM]                                   CodingSchemeDesignator

(0008,0104) LO [mGycm]                                  CodeMeaning

(fffe,e00d) na (ItemDelimitationItem for re-encoding)   ItemDelimitationItem

(fffe,e0dd) na (SequenceDelimitationItem for re-encod.) SequenceDelimitationItem

(0040,a30a) DS [1001.50]                           NumericValue
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RDSRの詳細について

• 詳細は下記などを参照

• PS 3.16 A Structured Reporting Template
• PS 3.17 D SR Encoring Example
• PS 3.17 AA Radiation Dose Reporting Use Case
• PS 3.17 OOO Radiopharmaceutical

Radiation Dose Structured Report
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IHE RAD REM/REM-NM

• IHE RadiologyドメインのTF
• REM ：RDSRによる線量記録

• Radiation Exposure Monitoring

• REM-NM ： 核医学のRDSRを用いた線量記録

• Radiation Exposure Monitoring for Nuclear Medicine

• DITTAの宣言書（2011年）

• 国際画像診断・医療 IT・放射線治療産業連合会（Global 
Diagnostic Imaging Healthcare IT & Radiation 
Therapy Trade Association 略称 DITTA）

• COCIA、NEMA-MITA、JIRA連名の宣言書

• IHE REMをベースにしたCT RDSR管理を要請
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REMの概要

• REM（Radiation Exposure Monitoring)
• Modalityから検査の際の線量に関する情報を、画像オブジェク

トや検査進捗情報から独立して取り扱う仕組み

• Sup 201 Retirement of Radiation Dose Module from Modality 
Performed Procedure Step

• 再構成CT、Post Processing Imageなどにより、画像オブジェクトからの
情報収集では不適切

• CT、MR等と同様なDICOMオブジェクトとして取り扱いが出来る
RDSRを対象として情報交換を行う

• RDSRオブジェクトの利用はDose Information Reporterのスコ
ープ
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IHEのREM

• モダリティはRDSRで

線量関連情報を
Archiveへ送る

• 線量情報の処理や解
析はDose Reporting
Systemが行う

• National Registryへ線
量情報を登録
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IHEのREM-NM

• 基本的にはREMと同様

• 相違点

• やりとりしている情報が
RDSRではなく、RRDSR

• NMやPETへRRDSRを送
る
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RRDSRについて

• 核医学（Nuclear Medicine）やPET
• 放射性医薬品を用いた医療連携（RRDSRあり）
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REMとREM-NM

• REM / REM-NM
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IHE REMのシステム例

85

REM（Radiation Exposure Monitoring）

IHEでは
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安全利用のための指針

• 診療用放射線 の安全利用 のための 指針策定に関する ガ
イドライン について（厚労省）

• 医政地発１００３第５号 （令和元年１０月３日）

• （詳細は別添）

• 「診療用放射線に係る安全管理体制に関するガイドライン」
等の発行のお知らせ

• 2019年10月4日 日本医学放射線学会

• http://www.radiology.jp/member_info/guideline/20191004_01.html

• 「診療用放射線に係る安全管理体制に関するガイドライン」
等の補足資料

• 2019年11月1日 日本医学放射線学会

• http://www.radiology.jp/member_info/guideline/20191101_01.html

• 診療用放射線の安全利用のための指針モデル （JART）
• http://www.jart.jp/activity/anzenriyou_guideline.html
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線量管理・線量記録の例

• 上段：
一覧表の作成例

• 所有している機器の
一覧

• 下段：
CT検査に関する記
録の例
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線量管理・線量記録の例2

• 上段：

透視装置についての
記録の例

• これは血管造影の例

• 一般X線検査、胃透

視検査、マンモグラフ
ィー検査ほか検査別

• 下段：

核医学検査に関する
記録の例
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診療用放射線の安全利用のための研修

• 患者の医療被ばくの基本的な考え方に関する事項

• 放射線診療の正当化に関する事項

• 患者の医療被ばくの防護の最適化に関する事項

• 放射線の過剰被ばくその他の放射線診療に関する
事例発生時の対応等に関する事項

• 患者への情報提供に関する事項
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参考情報

• DICOM Standard Committee
http://medical.nema.org/ → http://www.dicomstandard.org/

• DICOM News
http://dicom.nema.org/Dicom/News/Current/index.html

• JIRA（日本画像医療システム工業会）
http://www.jira-net.or.jp/index.htm

• DICOMの世界
http://www.jira-net.or.jp/dicom/index.html

• IHE協会
http://www.ihe-j.org/
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JIRA ホームページ
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DICOMの世界

• DICOM委員会は、JIRA会員企業及び関係団体の、
DICOM対応及びDICOM規格の拡張・改定並びに普
及推進に助力すべく活動していきます

JIRA ホームページ 内 DICOMの世界 ：

http://www.jira-net.or.jp/dicom/index.html
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ご清聴 ありがとうございました。
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